
児童⼿当について

”児童⼿当法 第２２条の３ 受給資格者の申出による学校給⾷費等の徴収等”と、そ
れをうけた”児童⼿当法施⾏規則 第１２条の１０”によると、本⼈が申出書を出して希
望すれば、児童⼿当からその分を差し引くことが可能だということを聞きました。徴収で
きるものとして、給⾷費、保育料、義務教育諸学校の学⽤品の購⼊に要する費⽤ etc.（別
紙②参照）となっています。この、児童⼿当の作業ですが教育委員会は介さず、（⽯狩で
いうと）⼦ども家庭課の管轄になるそうです。

さて、これが実現すれば未納も少なくなりそうです。しかしいろいろハードルも⾼そう
です。良い点・困りそうな点が混在します。思いついたものをいくつか挙げてみましょう。

良い点
・なんといっても未納が減る。
・もし、⼀括でできるとなると諸費の事務量が減る。

困りそうな点
・本⼈からの申出書が必要。書いてくれるか？説得はすべて学校側。
・教育委員会が絡まない分、各学校統⼀されたものになるか？⾜並みが乱れた場合学校
間格差が出る。

・道内でも数市町村が⾏っているようだが、児童⼿当事務取扱規則のような感じで決ま
っている。⽯狩市はまだそれが制定されていないようだ。（そもそも⾃治体毎の制定
は必要なのか？）

※ 条例や規則等を⾒てもまず、給⾷費が最初に出てきます。⽯狩市では、給⾷費の未
納に関しては、まだしている様⼦はありません。その状態で、いきなり教材費を。と
いうのは難しいのかもしれません。
今回、情報があったので調べてみました。いろんなものを参考に⾊々と考えていけ

たらと思います。



○当⿇町児童⼿当事務取扱規則

（受給資格者の申出による学校給⾷費等の費⽤の徴収等に係る事務処理）

第16条 請求者等からの法第22条の３の規定による学校給⾷費等の費⽤の⽀払の申出
は、⽀払期⽉毎の前⽉10⽇までに⾏われるものとし、当該申出⽇以後に⽀払わ
れるべき児童⼿当等を対象として、当該費⽤の徴収等を⾏うものとする。

２ 省令第12条の10に定める申出書（以下この条において「申出書」という。）が
提出されたときは、その内容を審査し、適正と認められたときは、以後の⽀払期
⽉毎に⽀給される児童⼿当等の額（法第22条の２の規定に基づく寄附⾦額⼜は
法第22条の４の規定に基づく徴収額がある場合は、それらの⾦額を控除した額。
以下この条において同じ。）のうち、申出書に記載された学校給⾷費等の費⽤の
⾦額に相当する額について徴収等を⾏うものとし、請求者等に対しては、児童⼿
当等の額から当該徴収等の額を控除した額を⽀払うものとする。

３ 前項に定める徴収等が⾏われたときは、町⻑は様式第10号による学校給⾷費等
の徴収（⽀払）に係る通知書を請求者等に送付するものとする。

４ 請求者等が、申出書の内容を変更し、⼜は、申出書を撤回しようとする場合の
申出は、学校給⾷費等の徴収等が⾏われる前に⾏われるものとし、当該申出⽇以
後に⽀払われるべき児童⼿当等を対象とする。

ほぼ同様の管理規則

児童⼿当事務取扱規則 ○美幌町 ○新⼗津川町 ○⽩⽼町 ○本別町
○岩内町 ○池⽥町

⼦ども⼿当⽀給事務取扱規則 ○北⽃市 ○岩⾒沢市 ○三笠市

その他（ＨＰに掲載）
○留寿都村
申出による学校給⾷費等の⽀払について
児童⼿当の全部⼜は⼀部について、⽀給対象となる児童の学校給⾷費等の⽀払に充てるこ
とができます。
⽀払を⾏う場合は、⽀払⽉の前⽉10⽇までに申出⼿続を⾏う必要があります。
⽀払に充てることができる費⽤ ⼿続窓⼝・ 問い合わせ先 連絡
留寿都⼩学校及び留寿都中学校に係る給⾷費 教育委員会 46-3321
るすつ保育所保育料 るすつ保育所 46-3253
放課後児童クラブ運営事業運営負担⾦ 役場住⺠福祉課 46-3131
※⽀払ができるのは、申出⼿続を⾏った際に指定する⽀給対象となる児童に係る費⽤分と
なります。

○⿅部町
児童⼿当等からの学校給⾷費等徴収

保育料、学校給⾷費などを、申し出により児童⼿当等から徴収できるようになりまし
たので、希望される⽅は申出書の提出をお願いします。

⽯狩市平成 23 年度における⼦ども⼿当の事務処理に関する要綱

（申出による保育料の徴収等）

第 10 条 法第 25 条第１項⼜は第２項に規定する費⽤の⽀払の申出は、法第７条第４項に
規定する⽀払期⽉の前⽉の 15 ⽇（その⽇が⽇曜⽇等に当たるときは、その⽇後
において最初に到来する⽇曜⽇等以外の⽇）までに、省令第 19 条の申出書によ
り⾏わなければならないものとする。

２ 法第 25 条第１項⼜は第２項の規定による申出書の提出を受けたときは、⼦ども
⼿当に係る保育料の徴収（⽀払）に係る通知書（別記第７号様式）により受給者
に通知するものとする


